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演題 ： PHRを活用した糖尿病診療と療養指導

所属 ： 医療法人 南昌江内科クリニック

／ 南糖尿病臨床研究センター センター長

氏名 ： 前田 泰孝 先生
第81回全国臨床糖尿病医会学術集会 日時：2026年4月12日（日） 会場：第一ホテル両国５F 北斎

本講演では、パーソナルヘルスレコード（PHR）を活用し

た糖尿病診療および療養指導について、当施設におけ

る実際の運用とその臨床的意義について報告した。

近年、インスリン製剤や投与デバイスの進化、さらには

持続血糖測定（CGM）の普及により、糖尿病診療は大きく

変化している。これらのデバイスから得られるデータは、

従来の断片的な血糖測定とは異なり、24時間365日の連

続的な情報として取得可能となり、これらをPHRとして統

合・活用する時代に入っている 。実際、当施設において

も1型糖尿病患者の約9割がCGMを使用しており、2型糖

尿病においてもインスリン使用例の多くで導入が進んで

いる。

しかしながら、CGMデータ単独では血糖変動の「結果」

は把握できても、その背景にある生活習慣までは十分に

読み解くことができない。このため当施設では、PHRを活

用し、食事、運動、服薬、体重などの生活情報を同時に

記録・可視化することを重視している。これにより、血糖

変動の背景にある要因を多面的に評価することが可能と

なる。

具体的には、PHRアプリを用いて患者に食事内容の写

真記録や生活行動記録を行ってもらい、これをもとに栄

養士が評価を行う。例えば、CGMで日中の高血糖を認め

る症例において、実際には朝食・昼食ともに糖質偏重で

食物繊維や蛋白質が不足していることが判明し、それに

基づいた栄養指導を行うことで改善につながった症例を

経験している。また、低血糖を繰り返す症例においても、

極端な糖質制限食が背景にあることがPHRの記録から

明らかとなり、適切な食事指導と薬物療法調整により改

善を得た 。

さらに、PHRは多職種連携のツールとしても有用である。

当施設では看護師、管理栄養士、健康運動指導士がそ

れぞれの立場からPHRデータを活用しており、看護師は

生活記録や血圧管理、栄養士は食事内容の評価、運動

指導士は活動量や運動習慣の把握に利用している。こ

のように、同一のデータ基盤を共有することで、チーム医

療の質が向上すると考えている。

また、PHRは患者自身のセルフマネジメント支援にも寄

与する。体重や血圧、歩数などが自動的に記録・可視化

されることで、患者自身が変化に気づきやすくなり、行動

変容につながる可能性がある。さらに、服薬管理機能や

リマインダー機能を活用することで、服薬アドヒアランスの

向上にも寄与する。

一方で、PHR導入においては「使ってください」と単に勧

めるだけでは定着しないという問題がある。このため当

施設では、「必要な場面で必要な期間だけ使う」という現

実的な運用を心がけている。例えば新患時に3日間の食

事記録を依頼する、体重管理が必要な期間のみ記録を

行うといったように、具体的な目的を設定することで患者

の負担を軽減し、実用性を高めている 。

さらに、PHRとCGMデータを重ね合わせる（オーバーレイ

表示）ことで、インスリン投与、食事内容、運動などと血糖

変動との関係を視覚的に理解することが可能となる。こ

れにより、患者と医療者が同じ情報を共有しながら治療

方針を検討することができ、より納得感のある診療につ

ながる。

このように、PHRは単なる記録ツールではなく、血糖変

動の背景にある「生活」を可視化するための重要な手段

である。CGMが「結果」を示すものであるとすれば、PHR

はその「理由」を明らかにするものであり、両者を組み合

わせることで初めて実践的な療養指導が可能になると考

える。

今後、糖尿病診療においてはデバイスデータと生活データ

を統合的に活用することがますます重要になると考えら

れる。その中でPHRは、患者・医療者双方にとって価値の

高いツールであり、今後も実臨床に即した形での活用方

法を模索していきたい。
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